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E　作　几 　支 　報

52　：　101　　1D3，　1985

大豆 の 早播 き栽培 につ い て

第 2 報　莢内発芽

大賀　康之 ・三善 　重信 ・平野 　幸二

　 　 　 　 （福 岡 県 農業総 合 試 験 場 ）

On　the　early 　seeding 　culture 　of 　soybean

2．Germination　in　the 　lmmaturity 　pod

Yasuyuki　OIIGA，　Shigenobu　MIYosHI　and 　Kouii　HIRANo

　　　　　　　 （Fukuoka 　Agr ．　Res．　Cent．）

　大 豆 の 早播栽培 は 播種期幅の 拡大 に よ り， 好 適 圃 場 条

件下で の 播種 が 可 能 と な り出 芽 が 安 定 す る こ と，生育 量

の 確保が 答 易で 増収 の 可能性 が 高い 等 の 利 点 が あ げ られ

る。

　 しか し，播種時期が 従来 の 秋 大豆 の 播期 適期 よ ワ も 1

か 月程度早 くな る た め，過繁茂 ・
倒伏 に 対 t る対策 が必

要 で あ る。そ の た め 甲播栽培 に適 す る 晶 種 と し て は
，

フ

ク ユ タ カ よ り も，撫 台量 が 小 さ く過 繁茂 ・
倒伏 の 危険性

が 少 な い ア キ シ ロ メ が 優れ て い る こ と を肛 報 で 報 告 した。

　 さ ら に そ の 後，生 態 型 が ア キ シ ロ メ と 頁 じIIIcに 属 し て

い る タ マ ホ マ レ に つ い て 草型 が 良好 な こ と か ら，早 播 栽

培 に 好適 す る 品種 と して 有望視 し，そ の 栽 培 性 に つ い て

検討 を行 な っ て きた．と こ ろが，上983年に 立 毛状態で 末

成 熟子 実 が 発根，胚 軸の 仲長 ， あ る い は 子 葉 の 一一一
部 が 濃

緑色 に 着色 する 夾 内 発芽が 福岡県中1辛1部平±H地 の 早播 し

た タ マ ホ マ レ 転作 圃 で 認 め られ た の で ，本 報 で は その 発

生状況 及 び莢 内発 芽 の 詳細 に つ い て 報告す る。

総 合試験場 （以 下農総試 と i る ）の 場今，1 区21m2で 2

反 復，小 郡 市 及 び 甘木 市 は 同一圃 場 に タマ ホ マ レ 及 び ア

キ シ ロ メ を播種 し た も の で ，小郡七は 15a ，日本市 は 9
a で あ っ た u 農 総 試 及 び 小 郡 市 の 施 肥 量 は N ： 0 ，P

，

O 、 ：O．8，K ，0 ：0．8kgla で ，甘木市 で は N ： O，P，Os ：

〔｝．6，K ，O ：O　．　61g・．／　a で ，胃 場 は い 尹れ も 転 換 初年 目 で あ

っ た 。

　　　 第 1表 　調 査場所及び 播種期 ，播 種 様 式

調 査 場 所 　
＊

農総試 ノ亅丶君β「｝i 甘 木市

　 　 　 　 　 　 ア キ シ ロ メ

供 試 品 種 タ マ ホ マ レ

　 　 　 　 　 　 フ ク ユ タ カ

播　種　期　　6 月lo日

　 　 　 　 　 　 条 闇 70cm
播 種 様 式
　 　 　 　 　 　 株 間30cm

ア キ シ コ メ 　 ア キ シ ロ メ

タ マ ホ マ レ 　 タ マ ホ マ レ

6月14 卜亅　　6 月 5 日

条間75cm　　　条 問66cm

材丶問27cm　　　株 間23cm

　　　　　　　　　 調 査 方 法

　莢内発芽の 調査材料 は 栽培試験の 生育調 査用 と し て抜

取 っ た 1囗」じ株 を 昭 い た 。 調査 場所，品種，播種時期及 び

播種様 式 は 第 1表 の と お りで あ る、、試験 区 は福岡 県 農業

写真 1　 莢内 発芽の 状況

※ 農 紛試 1福 岡県農 業総合 試験 場，筑 紫野市

　　　　　　　　調 査結果 及 び 考察

　 1 ．莢 内 発 芽 の 発 生 状 況

　 6 月 卜旬〜中旬播の タ マ ホ マ レ は，開花 期 が ア キ シ ロ

メ ⊥ り 5 日間 早 か っ た に もか か わ う ず，ア キ シ ロ メ が す

で に 成熟期に 達 し て い る 10月 下 旬 頃 で も茎 葉 が 曇化 せ ず，

成熟期 の 遅 延 が 認め られ た 。 ll月上旬 に な っ て 落菓 が 進

行 した が完全 に は 落葉せ ず，株内の 莢の 熟度が 不 整
・
で

完熟 した もの と未熟の もの とが 認め られ た。未熟莢 の 中

に は，写真 1 に 小 す よ う に，裂莢 し，胚 軸及 び幼 根 が伸

長 し た も の が 農 総 試 〔筑 紫 野 市 ），廿木 市，小 GBthで 観察

さ れ，小 郡 市で は 多発 生 ， 農 総 試 及 び 甘木市で は 少発生

で あ っ た。ま た，前記 3 ケ 所 の 他 に 筑後市の 挺 励 品 種 決

定 現 地 試 験 の 収 穫調 製 後 の タ マ ホ マ ン で も莢 内発 芽 粒が

観察 さ れ た 。

　 な お ，1984年 の 早 播 栽 培 の タ マ ホ マ レ は 成 熟 期 の 遅 廷

及 び 莢内発 芽は 認 め ら れ なか っ た。

昭和59年 5 月10 目　第61回講 演 会 で発 表。
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第 2表 　節 位 別 発 芽 莢 数
（小郡

．
市）
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注｝ 7 株調査 の 合計値，数字 は 前 半は 総莢数，後 料 よ発 芽 莢数。

第 3 表　節位 別 発 芽粒数
〔小 郡 【D
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　 2

｝二 茎
  　　   　　   　　   　　　  　　   　　　 

　 　 分 　 　 　 　　 　 　 枝

注｝ 7株調査の 合計値，数字の 前 半 は全粒数，後半 は発芽鐐 数，全 粒及 び 発 芽 粒 と も直 径 5，5  以 上。

　 2 ．節 位 別 莢内 発 芽 の 発 生 状 況

　被 害 の 大 きか っ た 小 郡市 の 現地 試験 に お け る ， 莢 内発

芽 の 節位別発生 に つ い て ， 発 芽 莢及 び 発 芽 粒 を そ れ ぞ れ

第 2表，第 3表 に 示 した。調査 した 7株 の 合計値 で 示．し

た が ，発 芽 英 率 は 28 ．2％，発 芽粒率は 23．5％ で あ っ た 。

莢内発芽 は 1まぽ全 節 位 に 認 め ら れ た が ，主 茎 節 で は 第 9

節で 最 も多 く， 上 位 及 び下 位 節 に な る ほ ど 少な か っ た 。

ま た 分 枝節 で は t 茎 の 4節 か ら 11節 に 発 生 した 分枝 に 多

く認 め られ，低位分枝 で は 分枝 の 中間節 に
， 高位 分 枝で

は 分 枝 の 基 部節 に 多 く発 生 が 認 め ら れ た 。
こ の こ とは大

豆 の 開 花 順 序，つ ま 1〕初 期 に 開 花す る 節位 に 多 く認 め ら

れ ，第 4表 に 示 した 開花 20口後 に お け る 6 月播の タ マ ホ

マ レ の 莢乾物重 が 7 月播 タ マ ホ マ レ 及 び 6 月播 ア キ シ ロ

メ よ り経 い こ と，莢 内発 芽 した 莢 が 夫 熟で あ っ た こ と か

第 4 表 　開 花 2D日 後 の 莢 重 （農総 試 ）

晶　種　名　　播種期　　莢乾物 重

　 　 　 　 　 　 　6 月 10日
タ マ ホ マ レ

　 　 　 　 　 　 　 7 月 12日

79 　，！m ！

409 〆nf

　　　　　　　6 月10日
ア キ シ ロ メ
　 　 　 　 　 　 　 7月 12日

219！ 

5391nf

　 　 　 　 　 　 　6月 10ロ
フ ク ユ タ カ
　　　　　　　7 月12ヒ

．i119

／m1169

！ 

ろ，何 らか の 原囚 に よ P，初期 に 開花 した花 が 落花 あ る

い は落 莢 した た め，再 度開花 し，生 育 し た 莢 で 莢 内発 芽

が起 っ た もの と考 え られ る。

　 3 ．莢 内 発 芽 の 程 度分 類

N 工工
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　 　 　タ イ プ 正V　　　 タ でプ 田 　　　 ダ f プ II　　 　 タ イ プ 1

　　　　　　　　 写真 ？　 莢 内発芽粒 の タイ プ

｝t） 種皮 を泉！離 した もの で，タ イプ 1，II，　 IIIの ⊥段 ば 胚 軸の 反 対側 よ り，
　 　中段 は 胚 期 則 よ り，下 設 は 下黄側 ltり撮影 し た も の 。

　 発 芽粒 を写 真 2 に 示 す よ う に 分 類 した。大 豆 を収穫 し

て 風 乾後調査 し た た め，粒型 は タ イ プIVを除い て ほ ぽ 球

型 で完全粒 と大差 は認 め ら れ な い が ， 百粒 車 は 完全 粒の

約 50％程度の 13．29 と小 粒 で あ る。写真は 種皮 を剥離 し

た もの で 肝 軸 及 び r葉 が 濃 緑色 で あ る が ， 種 皮 を剥離 し

な い 粒 は 淡 青緑色 で あ る。

　 分 類 の 基 凖 lt以 下 の と お りで あ る。

　 タ イプ 1 ；胚 軸及 びへ そ と胚軸 の 両端 の 子葉の
一

部 に

淡青緑色 （種 反 を 剥離 す る と濃 緑 色 ） の 部 分 が 認 め られ

る 。

　 タ イ プ II ：胚 軸及 び子 葉 に 色素が 認 め ら れ ，種 皮 と 子

葉 の 間 隙 に 根 が 伸長 す る 。

　 タ イ プ III：肝軸及 び子 葉 に 色素が 認 Siv　“．れ ，種皮 を破

っ て 根 が外 に 仲長す る 。

　 タ イ プIV ：根及び 胚軸が 種皮 を破 っ て 仲長 ナ る、，

　 第 5 表 に 3訓 杳 地 点 に お け る 調 査 結 果 を示 し た が ，タ

マ ホ マ レ の 発芽粒率 は 農総試及び凵木市 で 5 ％，小郡市

で は24％ で あ っ た。また ア キ シ ロ メ に お い て も 3 地 点で

わ ず か に 発芽粒 が 認 め ら れ たが，フ ク ユ タ カ で は認 め ら

れ、ず，地 域 及 び 品種 間 芭 が 認 め ら れ た。これ ら の 原因に

つ い て は明 確 で は な い が，19835 の 気象 との 関連か ら，

8 月 6 半旬 か ら10月 5 半句 に か けて の 日照 不 足 及 び 高夜

温 ， 開花期直前の 7 月16H 及 びi7日の 降雨 （321mm）に よ

る 圃 場 の た ん水 に k る影 響 が あ るの か も しれ な い ．

　　　　　　　　　 要　　　約

　1983年 ， タ マ ホ マ ン の 〒播栽培 に お い て 立 毛 中の 莢内

発 芽が 始 め て 認 め ら 肌 た．

　 1，莢 内発 芽 は 6 月 h旬〜中旬播の タ マ ホ マ レ に 多 く，

ア キ シ ロ メ 及 び フ ク ユ タ カ で は ほ とん ど認 め られ な か っ

た。

　 2 ．発芽莢 は 1株 の 中で も問花時期が 早い 節，す なわ

ち ÷茎 で は 9節 ， 低 位 分枝 で は 中間 部，高位分 枝で は 基

部節 に 多 く認 め られ ，末熟莢 に 多 く発 牛 した s

　3 ．発 芽 粒 を発 芽 の 程 度別 に タ イ プ 1 〜タ イ プ IVの 4

段階 に 分類 し た。

　 4．莢内発 芽 の 原 因 に つ い て は不 明 で あ るが，1984年

に 摘莢処琿 を し た が 再 現 出来 な か っ た ・二 とか ら ， 気 象 と

の 関連性が あ る もの と推察 さ れ た 。

第 5 表 　早 播 栽 培 に お け る 莢内 発 芽

1

　播種期

1

品 　種　名 m 稔 実粒数
mZ 発 芽 粒 数

I　　 IIIII 口v 刮

発 芽
粒率
％

農　 総 　試 6 月 10日

タ マ ホ マ レ

ア キ シ ロ メ

フ ク ユ タ カ

101497294321　 100 170000 7　 i　4

　 　 1

　 　 0

4910 500

甘　 木 　 市 6 月 5 目
タ マ ホ マ レ

ア キ シ ロ メ

1096
　 　 　 1
1030

26116131131584
一．
　 5

　 0

小 　郡 　市 6 月 14 日
タマ ホ マ レ

アキ シ ロ メ

94g　 i107
745 151

　 1

　 「
030038122612240

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


